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２００３年７月大豊工業の100％出資子会社「大豊工業(煙台)有限公司」（以下「大豊工業煙台」：2002年

12月登記）は、「煙台春生滑動軸承有限公司」（以下「煙台春生」：2002年10月当社が持分権100％購入）

を吸収合併しました。 

大豊工業は、昨年１０月に中国エンジン軸受メーカーの「煙台春生」を子会社化しました。その後中国にお

ける基盤強化のため、隣接地に「大豊工業煙台」を設立した上で、このたび「大豊工業煙台」による「煙台春

生」の吸収合併を実施したものです。 

 

吸収合併という形をとった目的は、既に中国のエンジン軸受市場で高い知名度・信頼度を得ている“大豊

工業”の社名を中国の子会社に使用することにより、日本と連携した最新の軸受技術サービスと製品を供給で

きる会社であることを顧客に知っていただき、今後の中国における拡販を容易にすることであります。 

 

近年中国の自動車事情は、高速道路の整備にともない高速化が進み、搭載されるエンジンには高速・高回転

と耐久性が求められております。 このような状況下で、大豊工業は、既に中国の大手ディーゼルエンジンメ

ーカーから、開発中の新型エンジン用に軸受の開発・設計の引き合いを受けており、「大豊工業煙台」に生産

設備および技術導入を実施して、１０月頃より高性能・高品質のエンジン軸受を供給する予定です。 

 

既に、「天津豊田汽車発動機有限公司」をはじめ日系の自動車合弁会社数社からも引き合いを受けており、

２００４年より現地生産のエンジン軸受を納入する予定です。 

 

将来的には、軸受材料から完成品加工までの一貫生産体制を造り、生産量、販売高、収益性ともに中国ＮＯ．

１のエンジン軸受メーカーをめざします。 

また、今回の「大豊工業煙台」による「煙台春生」の吸収合併は、外資100％会社として優遇税制を受けら

れる利点も併せ持っております。 

 

「大豊工業(煙台)有限公司」（略称：ＴＣＹ）の概要 
会社名    ： 大豊工業（煙台）有限公司 

設立     ： ２００２年１２月 

所在地    ： 中国 山東省 煙台市 経済技術開発区 黒龍江路７号から松花江路１２号 

工場規模    ： 敷地面積 １５，３００㎡  工場延べ床面積 １２，０００㎡ 

資本金    ： ＵＳ＄ ６００万（約７２０百万円） 

代表者      ： 董事長 緒方士郎（大豊工業 顧問）   総経理 姜 健平   

売上規模   ： ２００３年１２月期見込み８．５億円、 ２００５年１２月期見込み１３億円 

従業員    ： ２２８名（２００３年３月末現在） 

大豊工業(煙台)有限公司による 

煙台春生滑動軸承有限公司の吸収合併の件 

 


